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工学社の本

インターネットでのご購入は
https://www.kohgakusha.co.jp/tsuhan/工学社 インターネットでのご購入は
「http://www.kohgakusha.co.jp/tsuhan/」工学社

センサー・制御・動作――ロボットの基本を理解する

ロボットはどうやって世界を知る？センサーでわかる電子工作
■神田　民太郎 著　■A5判・ 144ページ　■本体2,700円
センサーで感じて、回路で考え、モーターで動かす。
電子工作とロボットのしくみを、実験と作例で体感できる
一冊。

サンプルページ

オススメ

ITの舞台裏を解き明かす！

ICカードの中には何がある？くらしの中のITがわかる本
■大澤文孝 著　■A5判・192ページ　■本体2,900円
バーコードやキャッシュレス決済、オンライン決済、公衆無線
LAN、認証とセキュリティといった身近なテーマを取り上げ、
「何が起きているのか」を生活シーンに沿ってやさしく解説し
ます。

サンプルページ

オススメ
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　米国の大手AI企業が次々と自社のAIモデルをバージョンアップさせ
る一方、中国などからも優秀なAIモデルが続々と登場する昨今、もはや
AIの発展には終わりなどないようにすら思われます。
　しかし、本当にこんな成長がいつまでも続くものなのでしょうか？
　本特集では、ClaudeやGPTのような米国の大手AIモデルから中国
のGLMなど、世界の様々なモデルを紹介してAIの現在地を概観。
　その上で、学習データが枯渇する「2026年問題」などのAIが抱える
諸々の問題に触れ、AIの未来を考えます。

［特集］
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群雄割拠する「米国産以外」の最新AIたち …………………… 40
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［特集］［特集］

　アメリカ発の最新AIは、いまどこまで進ん
でいるのか。主要モデルの動向を手掛かりに、
見えてきた変化と今後の課題を考えます。

実用化されたAI
　ここ数年、AIに関する話題は、ベンチマークの
実行によるスコアリングで「どのモデルが最も賢
いか」という性能の部分に関心が集まっていました。
　しかし、2026年のAIは「性能競争」だけではな
い部分が見えています。

　AIは、ユーザーをアシストできるという基本
機能以外にも、速さ、価格、長い文脈を扱う能力、
Web検索との連携、業務ソフトの操作、安全性の
管理など、複数の要素が同時に重要になっています。
　そのため、最新AIを理解するには、単なるベン
チマークの数字だけでなく、「何が実用化されつ
つあるのか？」を見る必要があります。

　AIの実用化が進む中で、特にアメリカの主要企
業は、研究開発の段階から、実サービスへの組み
込み競争へと軸足を移しつつあります。

　つまり、AIの新しい機能をセンセーショナルに
発表するだけでなく、AIを実際の製品や仕事の流
れの中で使える形にする競争です。

　そのため、最新AIの記事であっても、単に新し
いモデル名を追うだけでは不十分です。
　各社のAIがどのような用途を狙い、どのような
コスト構造で、どの業務を担えるのかを見ること
が重要になります。

アメリカの最新AIは何が変わったのか
　2026年3月時点で、アメリカの主要AI企業はそ
れぞれ異なる方向の最新モデルを発表しています。
　まず、Anthropicは2026年2月17日にClaude 
Sonnet 4.6を発表しました。Anthropicの発表で
は、Sonnet 4.6はコーディング、コンピュータ操
作、長文コンテキスト、エージェント計画、知識労
働などを幅広く強化したモデルとされています。
　また、ベータでは100万トークンのコンテキス
トウインドウにも対応しています。

　次に、Googleは2026年3月3日にGemini 3.1 
Flash-Liteを発表しました。
　こちらはGemini 3系の中でも、特に高速で低
コストモデルとして位置付けられています。高頻
度の処理や大量処理を想定した設計で、開発者向
けにはGoogle AI Studio、企業向けにはVertex 
AIでプレビュー提供が始まっています。

　同じ日に、OpenAIは2026年3月3日にGPT-
5.3 Instantを、また、2026年3月5日にはGPT-5.4
を発表しました。

　GPT-5.3 Instantは日常的な会話の自然さ、
Web検索を利用した回答の質、不要な拒否や過
剰な前置きの削減、事実性の向上が重視されてい
ます。
　GPT-5.4は、「プロフェッショナル向けの仕事」
を意識したモデルとして位置付けられ、推論、コー
ディング、エージェント的なワークフロー、コン
ピュータ操作を一つにまとめた主力モデルとさ
れています。OpenAIは、ChatGPTでは「GPT-5.4 
Thinking」として、APIとCodexでは1Mトークン
のコンテキスト対応を含む形で提供を始めてい
ます。

アメリカの最新AI
AIの2026年問題を、主要モデルから考える

■ぼうきち

◆AIの利用によるスキルアトロフィ、うちの職場（というか私）の未来を暗示しているようで恐ろしい。頼りすぎないよう
にしなくては…… （事務職）

◆Rubyというと島根県に行ったときにイベントをしていたのを思い出す。島根とプログラミング言語のイメージが結びつ
かなかったので不思議な気分だった。  （匿名）
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［特集］［特集］

　ついに到来した「2026年」とデータの
壁。スケールアップは無限ではありません。

「スケール則」の限界
　AIの成長を支えてきた基本的な仕組みは、①
ニューラルネットワークの規模を示す「パラメー
タ数」を増やし、②そこに膨大な「学習データ」を入
力し、③それらを高性能なGPUなどの「計算資源」
（コンピュート）で処理するというアプローチです。
　この3つの要素をスケールアップさせるほどに、
AIの性能が向上するという「スケール則」によって、
GoogleなどのAI開発企業は、モデルの巨大化を
推し進めてきているのが現状です。
　その結果として、現在私たちが業務や日常利用
する「GPT-5.3 Instant」や「Claude Sonnet 4.6」
のような、極めて高度な論理的推論が可能な最新
の大規模言語モデルが誕生してきています。
　しかし、このスケールアップによる性能向上が

いつまでも続くわけではない点について、AI研究
者たちは、以前から指摘していました。

　AIに学習させるデータは、インターネット上に
無尽蔵に転がっているように見えますが、実際に
は物理的な限界が存在します。
　Epoch AIをはじめとする複数のAI研究機関が、
「AIの学習に適した、人間が作成した高品質なテ
キストデータは、2026年頃に枯渇する」という予
測（2026年問題）を発表していました。

　そして今、私たちは2026年を迎えました。
　データが不足するとAIモデルにどのような技
術的影響が及ぶのでしょうか。そして開発企業が
「データ合成」や「シミュレーション」といった新た
なアプローチを用いて、この物理的な限界をどの
ように突破しようとしているのか詳しく見てみま
しょう。

2026年問題とは？
学習データの枯渇は何をもたらすか

■久我　吉史

LLMの学習に必要な高品質データの枯渇時期や需給の関係
グラフからは人間がこれまでに生み出した高品質な文章データを、2024年頃にはAIがすべて読み尽くしてしまうとわかる。

後にEpoch AIは最速で2026年に枯渇すると予測をアップデートし、実際にほぼ読み尽くした状態が起きている。
出典：EPOCH AI（https://epoch.ai/blog/will-we-run-out-of-ml-data-evidence-from-projecting-dataset）
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［特集］［特集］

　AIの活用は便利な反面、様々な問題を抱
えています。特に法整備は遅れている上に、
議論されているのは、論理面の話が多く、倫
理面は大きく遅れているのが実情です。
　法整備の遅れは、様々な事件事故に直結し
ますから、私たちの日常生活を脅かす可能性
もあります。
　今回は、AIの抱える様々な問題について
考えてみましょう。

法整備の遅れ
　法は本来、人の活動が中心で、団体、国家などを
対象にするものでした。たとえば、自動運転する
機械や鉄道なども基本は人が操作する前提で法
整備されており、これまでは、問題はありません
でした。

　しかし、現在AIと呼ばれているものは、自律的
に活動するため、使用者の想定とは異なる動作を
してしまうことも十分あります。自動運転車など
でも、たびたび事故を誘発する事象が発生してい
ますし、事故後に停止せず、状況を悪化させるよ
うなことも起きています。
　ですから、人を基準に考える法律では、間に合
わないのです。

＊
　日本では「AI事業者向けガイドライン」が政府
から示され2025年に「AI法」が施行されています
が、これも概略や危険性のアナウンス的なもので、
法整備には遠い状況と言えます。
　諸外国では「EU AI法」が一歩進んでおり、4段
階で示されています。

①容認できない
リスク（禁止） 人の行動を操作してはいけない

②高リスク
（厳しい規制）

インフラ、教育、雇用、法執行などでの利用
では、品質管理と透明性が義務付けられる

③限定的リスク
（情報開示など） AI使用の明示、ディープフェイク対応など

④最小のリスク
（規制なし）

スパムフィルターなど、市民の権利を
侵害しないAI

　今年8月に全面施行され、違反には高額な罰金
が設定されていますが、一般の法律に比べると、
ざっくり感が否めません。また、人側の法律であっ
てAI自体に枷を与えるものではありません。

　なぜAIに枷が必要かと言えば、現在AIと称され
ているものは、自動的に判断して動くとはいえ、イ
ンテリジェンスはないためです。何が起きている
のか、自分が何をしているのかを理解しているわ
けではありません。そのため、AIに法を諭しても、
禁則事項として設定はされても、意味を理解する
ことはありません。AIではない自動運転（自動工
場やエレベーター、鉄道など）は、エラーを感知す
れば、自動停止することが当たり前ですが、AIに
はそれがないわけです。

　ですから、AIが生成したことの明示に加え、物
理的な緊急停止機能の実装など世界共通の仕組
みが必要であり、そのための国際法で定めること
が重要でしょう。事故の解析のためのログなども
標準規格を定め、特に自立行動する場合の義務化
が必要でしょう。

＊
　また、法整備が後追いになると、当然、法の抜け
穴を探して、悪いことをする人も出てきます。その
結果は不幸しか生みません。
　こういった場合、さらにルールが厳しくなりが
ちです。実際、ドローン悪用の影響で、模型飛行機
や農業用ヘリコプターなども自由に飛ばせなく

AIが抱える問題
山積する実社会での活用時の問題

■初野　文章
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［特集］［特集］

　2022年末のChatGPT登場以来、私た
ちはAIが「答えてくれる」便利さに慣れ親し
んできました。しかし2026年、その景色は
一変しています。AIは単なる相談相手から、
自ら計画を立てて実務をこなす「実行主体」
へと進化を遂げました。
　本稿ではAIエージェントの台頭、そして変化
を迫られる「人の役割」について、解説します。

AIエージェント時代の幕開け
　2026年は人工知能が単なる「便利な対話ツー
ル」から「自律的な実行主体」へと決定的に変化し
た年として記憶されることになりそうです。
　これまで私たちは、大規模言語モデル（LLM）に
対してプロンプトを入力し、その回答を受け取る
という「一往復」のやり取りを基本としてきました。
しかし、現在起きているパラダイムシフトは、AI
が目標を与えられた際に、その達成に必要な手順
を自ら計画し、実行し、予期せぬエラーが発生す
れば自己修正を行う「自律型AIエージェント」（Ag
entic AI）への移行です。

　この進化の本質は、AIの能力が「知識」と「推論」
に加え、「実行」のフェーズに到達したことにあり
ます。
　2022年末にChatGPTが膨大な知識を、2024
年末のOpenAI o1が高度な推論能力を提示した
のに続き、2026年の現在はエージェントが自ら
間違いを修正しながら目標に突き進む「反復」（Ite
ration）の力が中核となっています。
　VCのセコイア・キャピタルは、これを「長距離
エージェント」（Long-horizon Agents）と呼び、数
分ではなく数時間、あるいは数日間にわたって人
間の介在なしに一つの目標を追い続ける存在と
して定義しています。

Coworkが変えるホワイトカラーの仕事
　エージェント時代の象徴と言えるのが、Anthr
opicが2026年1月に発表した「Claude Cowork」
です。これは従来のチャット型AIとは一線を画し、
ユーザーが指定したローカルフォルダやファイ
ルにAIが直接アクセスし、複数ステップの作業を
自律的に遂行する「業務パートナー」といえる形
に進化した機能です。

　具体的な事例を挙げると、採用プロセスの自動
化が挙げられます。あるエージェントに対して「特
定のスキルセットを持ち、SNSでの発信力もある
候補者を探してほしい」と依頼すると、エージェ
ントは即座にLinkedInなどのSNSを検索するだ
けではなく、YouTubeの講演動画を解析して視
聴者の反応を確認し、Xでの発信内容から専門性
を精査した上で、パーソナライズされたスカウト
メールの草案を作成します。
　人間であれば１日ではできないような一連の
プロセスを、自律型エージェントはわずか30分
程度で完結させることができます。

　また、2026年3月にはスマートフォンからPC
上のエージェントを遠隔操作できる「Claude Dis
patch」機能も追加されました。外出先からスマホ
で指示を出し、オフィスに戻る頃にはPC上で複
雑なレポート作成が完了しているといった、デバ
イスを跨いだ「タスクの委任」が現実のものとなっ
ています。
　この技術はMicrosoft 365 Copilotにも「Cop
ilot Cowork」として統合されることが発表されて
おり、企業の生産性の考え方を根本から変えつつ
あります 。

　さらに進化した形態として、「Claude Code Ag
ent Teams」も注目されています。これは一人の万

「道具」から「パートナー」へ進化するAI
AIエージェント時代の到来と人の役割の変化

■新井　克人
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RCS 到来：iPhone ×Android のメッセージが変わる

　メッセージング通信技術の変遷をたどりな
がら、「SMS」「MMS」「LINE」「RCS」の仕
組みの違いを整理します。

大きく変わるか、メッセージングの世界

　2026年3月、ソフトバンクはAndroid向けに通信
方式「RCS」（リッチ・コミュニケーション・サービ
ス）提供開始の発表を行いました。
　「RCS」は、携帯電話で長年使われてきた「SMS」
（ショートメッセージ）の仕組みを発展させ、電話
番号を使いながらインターネット経由でテキスト、
画像、動画を送受信できる技術です。
　iPhoneの対応は少し先になりますが、将来的に
はAndroidとiPhoneの間でも、電話番号を使った
画像、動画のやりとりが可能になる見込みです。

　もっとも、こうした機能はすでに「LINE」などの
アプリで実現しています。
　その違いは、電話番号を使うか使わないかだけ
であり、どうして今「RCS」が話題になるのか、少し
わかりにくいように思います。
　そこで、以下では、従来の「SMS/MMS」、その後
普及したメッセージングアプリ（LINE）、そして
「RCS」の仕組みの違いを整理してみることにし
ます。

メッセージング規格とは
　これまでメッセージング規格の主流は「SMS」
（ショート・メッセージ・サービス）でした。
　「SMS」は1990年代（2G時代）に「GSM」（グロー
バル・システム・フォー・モバイル・コミュニケーショ
ンズ）標準化の一環として「ETSI」（欧州電気通信
標準化協会）が策定し、現在は「3GPP」が仕様を管
理しています。
　携帯電話同士が電話番号を使って短いテキス
トを送受信できる仕組みで、四半世紀以上にわた

り利用され続けています。
　「SMS」におけるメッセージの送受信は「SMSセ
ンター」を経由し、無線区間では「制御チャネル」を
利用します。

SMS/MMSのメッセージ送受信の仕組み

　「SMS」には、1通送信するごとに課金され、トラ
フィックの急増に弱いといった制約がありますが、
シンプルで使いやすい点から、現在も広く利用さ
れています。

「SMS」から「MMS」へ？
　「SMS」は短いテキストしか扱えませんでしたが、
その拡張として「MMS」（マルチメディア・メッセー
ジング・サービス）が策定され、画像や動画の送受
信も可能になりました。
　ただし「MMS」は、キャリアごとに仕様が異なり
互換性が低いこと、そして、実態としては「MMSセ
ンター」を経由するメールに近い仕組みであった
ことから、普及するに至りませんでした。
　さらに、インターネットを使うメッセージングア
プリ、特に日本では「LINE」が急速に普及したこ
とで、「MMS」は事実上消滅してしまいました。

メッセージングアプリの強み
　「LINE」は2011年6月、東日本大震災を契機に
誕生しました。
　それまでは、地震や大きな災害が起こるたびに、
電話回線を使った安否確認が困難になることが

RCSの仕組みと構造
メッセージングの世界はどう変わるのか

■瀧本　往人
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RCS 到来：iPhone ×Android のメッセージが変わる

　iPhone向けRCSサービスの提供状況
は、Androidよりも遅れていますが、条件付
きながら利用できるようになっています。
　iPhoneでは、どのようにRCSを活用すれ
ばいいのでしょうか。

通信事業者による違い
事業者のRCS提供状況
　RCSサービスは、加入している通信回線事業者
によって、対応状況や提供方法が異なります。

　最もRCS導入に積極的だったのはKDDIで、au
回線では、iPhoneでRCSを使う環境が整っていま
す。povoやUQ Mobileなど、KDDI系のMVNOでも
RCSが使えます。
　ただし、それらのMVNOでは、RCSを利用可能
なiOSのバージョンが異なります（後述）。

　一方、ドコモはRCSに消極的です。ドコモは他
事業者よりユーザー数が多いので、少しでもSMS
の利用料金を確保しておきたい狙いがあるのか
もしれません。
　ドコモからは、未だ正式なRCS対応への発表が
ありません※1。ただ、Androidの標準メッセージア
プリを「+メッセージ」から「Google メッセージ」に
変更すると発表されたので、事実上RCSへの対応
宣言と考えていいでしょう。

　ソフトバンクは2026年3月18日から、Android
でRCSが使えるようになりました。
　なお、iPhoneにも対応する旨が発表されていま
すが、RCSの提供開始時期は未定です※1。

　楽天モバイルからは、RCSに関する発表はまだ
ありません※1。
　楽天モバイルは、通話とSMSに対応するアプリ

「Rakuten Link」を提供しています。そのアプリに
はRCSの技術が使われているのですが、RCSメッ
セージの送受信はできません。
※1…2026年3月中旬の状況

RCSが使える環境
　iPhoneでは、iOS 18.4以降のバージョンでRCS
に対応し、利用できます。ただし、povoやUQ Mobi
leで契約している場合には、iOS 26.2以降が利用
条件になります。
　そのようなiOSのバージョンによる制限は順次
解消され、iOS 18.4以降で利用可能なる見込みな
ので、事業者からのRCS関連のアナウンスを確認
してください。

申し込み手続の有無に注意
　RCSの利用開始の手続が必要かどうかは、事業
者によって異なります。
　たとえば、auは、以前は利用開始手続が必要で
したが、現在は手続不要で利用できます。ソフトバ
ンクは、契約時期によって手続が必要だったり不
要だったりします。

　もしRCSが使えない場合には、自分の回線加入
状況を確認しておく必要があるでしょう。

RCSの基本設定
RCSを有効にする
　RCSは、標準のメッセージアプリで利用できます。
　RCSを使う場合には、RCSを有効にします。

RCS設定の操作
①「設定」を開く。
②「設定」画面から「アプリ」をタップする。
③「メッセージ」をタップする。
　 検索欄に「メッセージ」と入力すると、すぐに

iPhoneでの設定と既存グループの扱い
事業者による違いと基本の設定

■本間　一
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　RCSの登場でiPhoneとAndroid間の
メッセージはこれまでよりずっと便利になり
ました。
　写真や動画は、画質を落とすことなく送
れるようになり、既読や入力中の表示、複数
人でやりとりできるグループチャットなど、
SMSやMMSにはなかった機能も使えるよ
うになったためです。

　ここでは、RCSで使える便利な機能を整
理しながら、どんな場面で役立つのかを紹介
します。
　あわせて、LINEとどう使い分けるべきか
もまとめます。

スタンプや既読に返信中もRCSで
便利になるメッセージ

　最もよく知られているRCS対応アプリが、携帯
3社が提供する「＋メッセージ」（プラスメッセージ）
です。

　NTTドコモ、KDDI、ソフトバンクの3社が2018
年に共同発表し、SMSの機能を拡張した新しいメッ
セージサービスとして提供を開始。
　その後は3社から発売されるスマートフォンに
標準でインストールされるなど、国内のRCS対応
サービスとして広く普及してきました。

＋メッセージ

　当時の共同発表会では、電話番号だけで相手に
メッセージを送れるSMSについて、利用者の87%
がその手軽さに満足している一方で、送信できる

文字数の少なさや、写真などのファイル共有に対
応していないこと、既読・未読の確認ができない
こと、複数人でやり取りしにくいことなどに改善
を求める声が多いと説明されました。

　＋メッセージは、そうしたSMSの弱点を補った
サービスです。
　電話番号だけでやり取りできる手軽さはその
ままに、長文や写真・動画、音声、地図情報、手書き
文字などもやりとりできます。

　加えて、LINEのスタンプのような機能や、絵文
字で反応できるリアクション機能にも対応したこ
とで、短く気軽なやり取りもしやすくなるなど、コ
ミュニケーションの幅が大きく広がったと言えます。

LINEスタンプのようなステッカー機能

絵文字で反応できるリアクションとチェックマークでわかる既読機能

RCSで何が便利になる？
写真と動画の高画質共有、グループチャットも

■Yusuke Sakakura



 

■従来の口頭による注文がイレギュラーな方法となり
つつあり、高齢の方が手間取っているのをしばしば見か
けます。かつて採用されていた「紙に番号を書いて渡
す」が誰にでも優しい方法だったような… （KI）

■昨年末に買ったばかりの充電コードが早くも断線。先
代もすぐに壊れてしまいましたし、私の使い方が悪いの
でしょう……。 （NS）

■競争の激しいAIも様々な要因でだいぶ情勢が変
わってきているように感じるが、果たしてこれが発売され
るころにはどうなっていることか。 （HY）

■最新のiPhoneを携帯ショップでみてみると、大きさが
どんどん大きくなっている。20年くらい前の携帯電話は、
どんどん小さくなっていってたのに…。20年後、どうなっ
てるのか楽しみ！ (MA)

■定期購読
予約は1年間を原則とします。
1年（12号分）19,800円となります。
※ この購読料は国内のみです。海外については小社営

業部にお問い合わせください。手紙による質問は、
必ず返信用切手を同封した封書でお送りください。

■申し込み方法

・銀行振込
・クレジットカード
・郵便振替
・現金書留

のいずれかで支払い可能です。
　「①氏名」「②支払い方法」と「③開始希望号」「④
送付先住所」「⑤電話番号」を明記の上、「E-mail」

（eigyou@kohgakusha.co.jp）で、お申し込みください。3
営業日以内に返信いたします。
　また、インターネットから通販での申し込みも可能です

（http://www.kohgakusha.co.jp/io/）。

■I/O のバックナンバーについて
　バックナンバーの在庫、および値段につきましては、
2年半前までのものは各書店、それ以前のものは小社
営業部までお問い合わせください。

編集後記

本誌付録ファイルのダウンロード
本誌の付録ファイルは、工学社サイトのサポート
コーナーからダウンロードできます。
 
＜工学社ホームページ＞
https://www.kohgakusha.co.jp/suppor_i.html

ダウンロードしたファイルを解凍するには、下記の
パスワードを入力してください。

8570

●【I/O WEB版】は、2023年1月号（555号）をもって、更新
を停止いたしました。
　詳しくはhttp://webio.kohgakusha.co.jp/にて、ご確認く
ださい。
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［投稿原稿募集］
　「I/Oマップ」［自作パソコン］［インターネット］などをテー
マにした、読者の皆様からの投稿をお待ちしております。奮っ
てご応募ください。掲載された投稿者には、当社規定の原稿
料をお支払いいたします。
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5月18日発売の「6月号」 は、「つなげる規格」
を特集する予定です。お楽しみに！
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RCSの仕組みと構造
iPhoneでの設定と既存グループの扱い
RCSで何が便利になる？

RCS 到来：iPhone ×Android のメッセージが変わる
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NVIDIA GTC AIカンファレンスNVIDIA GTC AIカンファレンス
NVIDIA主催のAIの最先端技術の発表と交流NVIDIA主催のAIの最先端技術の発表と交流
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海外カンファレンスの歩き方海外カンファレンスの歩き方
FOSDEM26レポート(中編)

会場であるブリュッセル自由大学を歩く聴講者たち会場であるブリュッセル自由大学を歩く聴講者たち

「生成AI」は生活家電に
浸透できるのか？

家電と生成AI
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